
10月28日にけやき祭が開催されました。けやき祭は９月に実施された体育祭と並んでかわち学
園のみんなで力を合わせて取り組む大きな学校行事です。体育祭では全校を赤団・白団の二つに
分けて体育の観点から縦のつながりを育む目標があり、けやき祭は学年・学級に分かれて音楽や
演技等に代表される表現活動の観点から横のつながりを育
む目標があります。児童生徒は、まだ、校内に体育祭の余
韻が残る10月上旬から練習を始めました。各学級から歌声
や合奏のリズムが響き、その響きが日を追うごとにまとま
っていくのが手に取るようにわかりました。どんなことで
もみんなで力を合わせて「創り出す」ということは大変な
ことです。ときにぶつかり、ときに傷つき、その度に、な
だめたり、話し合ったりしながら、「自分たちらしさ」を
求めてがんばった１か月だったのではないかと思います。
１年生から９年生まで通しで鑑賞していただいた皆様には
本校の児童生徒のその年々の成長を深く感じていただけたのではないでしょうか。午後は、後期
課程の学習発表や特技発表でした。学習した内容を自分たちなりにアレンジして、見応えのある
内容になっていました。何より会場に一体感があり、ステージで発表している一人一人が仲間を
信頼して自分らしさを発揮しているところ、ステージの仲間を見守る友達も心から温かい拍手を
送っているところそれぞれに感動しました。この文化祭の成功のために実行委員会や生徒会本部
の児童生徒も活躍しました。見に来てくださった地域の皆さんや保護者の皆さんに日頃の感謝の
気持ちを伝えようとプレゼントの用意も生徒がボランティアで取り組みました。これからもさま
ざまな取組を通して、児童生徒が明日という近い未来を楽しみにできるよう、教職員一同取り組
んで参ります。

～児童生徒の感想です！～

いままで、ひるやすみもけんばんハーモニ けやきさいでがんばったことは、「とんく
カをがんばった。「きりつ」のとき、きんち るりんぱんくるりん」をがんばりました。大
ょうしたけど、がんばった。ながいじかん、 きなこえでうたいました。みんなうたをがん
よいしせいでずっとよくきいていた。「はる ばってきれいなこえでした。
なつあきふゆ」をおおきくおどった。

１年生 児童 １年生 児童

今日、けやきさいで｢山のポルカ｣と｢あの 今日、けやきさいでうたをうたいました。
青い空のように｣をうたいました。山のポル ｢山のポルカ｣と｢あの青い空のように｣をうた
カの方でぼくはけんばんハーモニカでえんそ うときに大きな口をあけてうたいました。う
うして、おなかからいきを入れてふきました。 たうときに、大きな口をあけてうたうと、大
あの青い空のようにの方もきれいな声でうた きな声が出て、後ろまで聞こえたと思いまし
いました。口を大きくあけてうたったら体い た。 ２年生 児童
くかんのおくの方まで聞こえる声でうたいま
した。さいご、大きく口をあけてあいさつを
しました。また、けやきさいをやりたいです。

２年生 児童

ほ う す う
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すてきな演奏・発表でした！

け や き 祭



とおくの人までとどくように、きれいな声 わたしは、さいしょ、きんちょうしてどき
や音色、まほうの音を友達と合わせてくふう どきしていました。けれども、リコーダーを
しました。友達は大きな歌で、わたしもまね ふいたら、まったくまちがえませんでした。
をしました。いろんな人がきていたのではじ みんな歌もリコーダーもじょうずだったの
めはきんちょうしましたが、あとから楽しく で、大せいこうでした。みんなの声を合わせ
なって、今年のけやき祭も楽しくできました。 ていたのでますます大せいこうです。歌のと
リコーダーの音色がきれいにうまくできまし き、声がものすごくきれいでした。らい年も
た。家の人たちにもきれいな音色がとどいた またがんばりたいです。
と思います。来年のけやき祭もがんばりたい ３年生 児童
と思います。

３年生 児童

わたしが、けやき祭でうれしかったことは わたしは、10月28日にけやき祭をしました。
二つあります。一つ目は、リコーダーで１回 曲は｢ジッパデードウーダ」で、わたしはカ
もまちがえずにできたことです。理由は練習 スタネットをしました。さいしょはぜんぜん
のときよりもまちがえが少なくなったからで たたけなかったけれども先生や友だちがわか
す。二つ目はお姉ちゃんがピアノをがんばっ りやすく教えてくれて教科書を見ないでえん
ていたことです。理由は１回もまちがえずに そうできるようになりました。低学年のえん
ひいていて（すごいなあ）と、思ったからで そうが終わって自分たちのえんそうが始まる
す。なのでわたしもお姉ちゃんみたいになり とききんちょうしたけれど、みんなで上手に
たいです。来年もがんばりたいです。 えんそうできたと思います。来年のけやき祭

が楽しみです。
４年生 児童 ４年生 児童

わたしがけやき祭を終えて思ったことは二 けやき祭を終えて感じたことはやっぱり
つあります。一つ目はけやき祭で演奏した｢ア ｢たっせい感」です。サッカーの試合に勝っ
フリカンシンフォニー｣がうまくいったこと たようにうれしく感じました。そのとき、ぼ
です。みんなリズムが合っていて、すごくき くはこう思いました。（やったー！やりきっ
れいでした。６年生になってもこのようにき た。少しとまどったところもあったけど全力
れいな演奏をしたいです。二つ目は、自分が を出せた！）みんなで協力してできたと思っ
ドレミをまちがえてしまったことです。あん ています。つぎのけやき祭もこの調子でがん
なに練習したり、時間をとってもらったのに ばりたいです。
自分的になさけないと、ちょっと思いました。 ５年生 児童
来年は、ドレミをまちがえないように演奏し
たいです。動画でも自分がドレミが少しちが
うのがわかりました。わたしは、このような
ことをけやき祭を終えて思いました。上の学
年をおてほんにしていきたいと思いました。

５年生 児童

私がけやき祭で身に付けた力は二つありま 私が今回のけやき祭で学んだことは、「中
す。一つ目は合奏をするときに周りの音楽に 心で動く」ということの責任です。なぜなら
合わせたり、しっかり曲の速さやふんいきに けやき祭の実行委員を務め、午前の部の際に
合わせたりすることです。二つ目はさまざま 「司会」や「めくり」などプログラムを運営
な音楽に興味をもつことです。私たちの学年 する側に初めて入り、いつもとは違う学年や
の合奏が終わり、後期の合唱を聴いて、その クラスではなく全校児童生徒が関係している
曲の歌詞の意味を理解したり、（この曲はこ 中で運営ということは今までとは違ってとて
ういうことを言いたいんだなあ）と、考えな も新鮮でした。その中でも、前期生の最高学
がら聴くことによって歌にもっと興味がもて 年でのけやき祭実行委員会ということを考
ました。私たちの学年は来年７年生になって え、責任感を改めて感じました。今回学んだ
後期生として出るから今年よりもっとがんば ことを前期生の最高学年として１～５年生の
りたいです。 お手本になるような行動を心がけようと思い

６年生 児童 ます。 ６年生 児童



私がけやき祭でがんばったことは二つあり 私がけやき祭で感じたことは二つあります。
ます。一つ目は、クラスの合唱です。練習を 一つ目は、クラス全員が同じ一つの目標に向
始めたばかりの頃は課題点も多かったのです かってがんばる姿はとてもキラキラ輝いてい
が、練習を重ねるうちにどんどんよくなって たということです。広い体育館の中でたくさ
いき、本番では練習の成果をしっかり出すこ んの人がいる中、ステージが一番かがやいて
とができました。先輩達の合唱を聴いて感じ いました。二つ目は、一人一人勝ちたいとい
たことは、音符の長さを大切にしているとい う強い気持ちをもって団結した７年２組は最
うことです。二つ目は吹奏楽部の演奏です。 強ということです。練習のとき、バラバラに
私はあまりうまく吹けなかったのですが８年 なったり人数も多いのでなかなかまとまらな
生がカバーしてくれたり、９年生がダンスで かったりすることもありましたが、いつもい
盛り上げてくれたりしてありがたかったで ろんな先生に言っていただく「あなたたちは
す。今回のけやき祭で先輩の姿から学んだこ やればできるクラス」とは本当のことだと思
とを来年に生かしていきたいです。 いました。

７年生 生徒 ７年生 生徒

私はけやき祭の練習をして思ったことがあ 私はけやき祭を終えて思い出にのこったこ
ります。一つ目は合唱のときのクラスの団結 とが二つあります。一つ目は合唱についてで
力です。分からないところや上手くいかない す。ピアノも音程もとてもむずかしい曲でし
ところをお互いに伝えて解決するということ たが、１ヶ月間練習をしてクラスでとてもよ
がとてもよかたったです。二つ目は劇です。 い合唱をすることができました。二つ目は、
初めての英語劇で発音がよく分からなかった 学習・特技発表についてです。学習発表では
り、感情をどうしたら相手に伝わるのかが分 自分たちの発表もおもしろいものができたと
からなくてむずかしかったです。どのクラス 思いますが、９年生のメロスや理科の実験が
もけやき祭の練習をがんばっていて、いろい 見ていてとても楽しかったです。特技発表で
ろなクラスから聞こえる歌声がどれもきれい は９年生の先輩の新体操を見て、とても美し
で他のクラスのを聴いて学ぶことがあったり くて感動しました。来年は自分たちの代なの
して、それがとてもよかったです。来年は今 で、見る側ではなくやる側になって楽しんで、
年よりもっと上手くなって最優秀賞をとりた 楽しませるようになりたいです。
いです。

８年生 生徒 ８年生 生徒

けやき祭を終えて、私は今年度のスローガ 私はけやき祭を終えて心に残る思い出が沢
ン｢史上最響」を達成できたと思いました。 山できました。私は今年で最後ということも
９年生で最後のけやき祭、実行委員長として あり、例年とは比にならないほどけやき祭に
さまざまな準備をし、当日も挨拶や結果発表 気合いが入っていました。絶対に最優秀賞を
などをやりきることができました。合唱では とりたくて、クラスのみんなと沢山練習しま
「必ず最優秀賞をとる」という思いで今まで した。最初アルトパートはなかなか声が出な
以上に練習を積み、声が出ていないときは本 くてとても焦っていたし、何より緊張に負け
当に焦りました。本番ならではの緊張感の中 てしまうことが怖かったです。しかし、毎日
歌ったときも緊張でみんなの声がすごく小さ のように歌い、工夫し、考えていくことでど
く聞こえました。なので、自分にできること んどんよりよい方向に進んでいきました。結
を全て出し切ろうと思い、ソロなども自分の 果は惜しくも優秀賞でとても悔しい思いをし
最大限を発揮しました。午後の郷土検定や英 ました。「あんなにがんばったのに・・・」
語の発表、新体操はみんなによかったと言っ と思ったけれど、私はその結果よりもここに
てもらえて嬉しかったです。結果は｢最優秀 辿り着くまでの過程に意味があると考えてい
賞」で敦子先生にこの賞を見せられたことが ます。最初はパートごとで息が合わなかった
本当によかったです。ここまでがんばってく のに毎日毎日一生懸命練習して本番を無事に
れたみんな、そして苦戦しながらも決して諦 成功させることができました。この「過程」
めなかったアルトのみんなに「ありがとう」 こそがクラスの団結力をより深めるための鍵
と言いたいです。 になったんじゃないかと思います。いろいろ

な行事を通してクラスが一つになっていくと
９年生 生徒 ころを見て、私は心から嬉しく思いました。

けやき祭が大成功でおわれて本当によかった
です。

９年生 生徒

（文責 秋山 美穂）


